
事　　　業　　　概　　　要

○ 自転車マナーアップ事業

1,230
◎ 田島地区新入学児童「交通安

全絵のコンクール」事業
263

◎ 川崎区放置自転車等対策事業

☆ 2,646
川崎区放置自転車対策事業

☆ 536,202

○ すこやか子どもの歯支援事業

921
○ 介護予防支援事業

779

○ かわさき区いきいき健康づくり・
子育てフェスタ事業

　 656
思春期問題対策事業

2,586
○ 川崎区こども情報発信事業

867

川崎区エコプロジェクト事業

2,026
臨海地区道路不法投棄対策事
業

☆ 1,930

地域・生涯スポーツ振興事業

2,492
「音楽のまち・かわさき」推進事
業

4,398

○ まちづくり推進事業

5,285

○ 区民サービス向上事業

1,056

いきいきかわさき区提案事業

2,091

子育て支援情報を提供する「かわさきくのこども」を発行し、区内の学校、保育
園、子育て関係機関などで配布する。また、区内の子育ての最新情報を掲載し
ている、かわさき区こども支援総合ホームページをリニューアルする。

Ⅳ　環境まちづくり事業費
公共施設の緑化や区民を対象とした講習会等の実施を通じて地域緑化を推進
する。また、環境出前講座、環境先進企業見学会、地球環境問題啓発ポスター
コンクールを地域と連携して実施し、地球環境問題への啓発を図る。

地域の新入学児童を対象に交通安全の絵を募集し、応募があった作品を選考
して優秀作品を表彰する「交通安全絵のコンクール」を実施する。また、応募作
品は地域内で展覧会の開催・掲示等を行う。
周辺駅駐輪場への分散利用を推進するため実態調査と啓発活動を実施する。
また、自転車のマナーアップ映像を作成し、地域への供与・貸出や公共施設等
での放映により広く啓発する。

元気な高齢者向けの「ほほえみ元気体操」の普及に努めるほか、関節障害を予
防するための正しい日常生活動作をまとめたリーフレットの配布、また、その解説
や動きをまとめたＤＶＤを新たに作成し、介護予防事業を推進する。

10　各区の主な取組（地域課題対応事業（区独自事業及び局区連携事業）予算）

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は局区連携事業の予算）      　　　　　　　　 　          （単位：千円）　

事　　　　　業　　　　　名
Ⅰ　安全・安心まちづくり事業費

自転車交通ルール遵守とマナー向上を目的に「川崎区交通安全子ども自転車
大会」の開催ほか、新たにスタントマンが交通事故を再現する形式の交通安全
教室開催やマナーアップリーフレットを作成し自転車販売店で配布する。

Ⅱ　地域福祉・健康づくり事業費

鉄道駅周辺に駐輪場を整備するほか、放置自転車の監視・撤去などの取り組み
を実施する。

不登校、ひきこもりなどの課題解決に向け、様々な課題や悩みを抱えている子ど
もに対する相談・支援を行うフリースペースを実施する。また、ケース支援の充実
等を目的とした事例検討会や、不登校児の保護者の会を開催する。

Ⅲ　総合的こども支援事業費
高齢者の健康づくりや子育てしやすい地域づくりを目指し、「かわさき区いきいき
健康づくり・子育てフェスタ」を開催し、子育て中の母親、高齢者、障害者が、
様々なグループや音楽イベントなどを通じて交流を図る。

子どもの虫歯を防ぐため、地域子育て支援センター、かわさき区いきいき健康づ
くり・子育てフェスタ、かわさき市民祭り等でフッ化物の正しい応用方法について
講習する。また、外国籍育児教室と離乳食教室にも対象を広げ実施する。

地域、企業、警察と連携し、不法投棄させない環境づくりを推進する。不法投棄
防止対策のパトロール、フェンス設置のほか、看板及びステッカーを作成し、常
習的な投棄場所への設置及び協力企業等の車両にステッカーを配布する。

Ⅶ　区役所サービス向上事業費

地域課題に関係した募集テーマを設置し、市民団体から事業提案を募集する。
提案を受けた事業は審査を行い、実施を決定した事業について提案団体に実
施を委託し、協働で課題解決に取り組む。

かわさき市民祭りで、アメリカンフットボールの実演・体験教室等や、区民などの
参加によるパワフルかわさき区民綱引き大会を実施する。また、市体育館でのカ
ローリング教室や用具貸与を通して、カローリングの普及に努める。

「川崎区まちづくりクラブ」への支援を通して区民による自発的な地域活動を推
進する。２３年度は、小田地区、大師地区、川崎西部地区、渡田地区に加え、新
たに臨港地区の活動を支援する。

区役所窓口のサービス向上を目指し、区役所内の組織横断的なプロジェクトで
ある窓口サービス改善検討委員会を中心に、窓口及び事務改善の各職員の取
組支援や接遇研修の実施、窓口の環境改善に取り組む。

川崎区をいつでも音楽が聞こえるまちにすることを目的として「いつでも誰でもコ
ンサート」や「仮称川崎区ミドルパワーコンサート」を実施する。また、文化芸術事
業として、小学生のための能狂言教室を開催する。

Ⅴ　地域資源活用事業費

Ⅵ　地域コミュニティ活性化推進事業費

Ⅷ　地域課題対応事業その他経費

●課題を抱える子どもや子育てに悩む家庭への支援、男性の育児参加の促進、区内保育園・幼
   稚園・学校と連携した就学に向けた取り組みを地域の協力を得ながら進めます。
●住み慣れたところで安心して暮らせるまちづくりを推進していくために、地域住民が主体となり、
   地域で支え合いながら暮らせる仕組みづくりに取り組みます。
●安全な歩行者環境の確保と良好な都市景観づくりに向けて、放置自転車の撤去活動及び効果
   的な啓発活動を実施することにより、川崎駅東口周辺の放置自転車対策に取り組みます。



事　　　業　　　概　　　要

地域防災活動の推進事業

650
交通安全の普及啓発事業

1,253

保健福祉情報発信事業

4,238
○ 健康長寿推進事業

656
◎ ふれあい・すこやか事業

762

○ 総合的なこども支援事業

　 8,323

さいわい・はじめようエコ事業
1,878

○ 音楽のまち推進事業

5,484
○ 幸アーカイブ事業

5,588
◎ 地域資源活用推進事業

☆ 1,000

◎ スポーツ推進事業

644
○ 地域の魅力発信事業

☆ 135,522
◎ 鹿島田駅周辺総合的環境整備

事業
☆ 1,033

さいわい区民アンケート事業

1,491

幸区提案型協働推進事業

2,111

地域の課題解決に向け、区内の活動団体などから事業計画を募集し、参加と協
働によるまちづくりを推進する。

町内会・自治会、商店会、小学校、中学校など地域で設立する協議会との協働
により、放置自転車やポイ捨てなどに対応した、総合的な環境整備活動を展開
する。

Ⅶ　区役所サービス向上事業費

Ⅵ　地域コミュニティ活性化推進事業費

Ⅷ　地域課題対応事業その他経費

区民の生活や行政に対する意識を明らかにし、区政運営及び地域の課題解決
の参考とするため、アンケート調査を実施する。

防災専門家による講演や防災関連団体の活動内容の紹介などを内容とする「防
災フェア」を開催し、市民の防災に対する備えや避難所運営会議の運営の充実
を進める。
交通安全意識の高揚を図るとともに、交通事故を防止するため、地域ぐるみで交
通安全キャンペーンや交通安全教室などの啓発活動を実施する。

さまざまなスポーツを行う人の交流を深める場を提供することや区内で開催され
るスポーツ大会を支援することなどを通じて、地域のスポーツ振興を図る。

幸区の地域資源である夢見ヶ崎公園一帯の魅力を高めるとともに、区民のコミュ
ニティの場としていくため、状況の把握を行うとともに、基本計画に基づいた整備
を進める。

幸区の郷土記憶を映像や記録で収集整理し、地域の歴史・変遷の記憶を区民と
共有することにより、郷土愛や地域への愛着心の醸成を図る。

Ⅱ　地域福祉・健康づくり事業費

Ⅳ　環境まちづくり事業費
ごみ減量、リサイクル、地球温暖化対策など、環境に配慮した行動をできることか
ら始めようと呼びかけ、地域から取組を進める。

高齢者が「ふれあいながらすこやかに暮らせる地域づくり」を推進するために、地
域に長年居住し、地域事情に精通し、地域で活躍されている老人クラブ等の協
力を得ながら、地域の身近な福祉活動の担い手となって活動する「ふれすこサ
ポーター」の養成を行う。

事　　　　　業　　　　　名

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は局区連携事業の予算）      　　　　　　　　 　          （単位：千円）　

Ⅰ　安全・安心まちづくり事業費

地域における行政資源である学校施設の有効活用を図る観点から、ケーススタ
ディとして中学校１校とその学区内の小学校における施設開放をネットワーク化
して、利便性の向上を図る。

区役所などの公共施設で行う「夢こんさぁと」など、身近な場所でより多くの人に
音楽に親しんでもらう機会を設けて、音楽のまちづくりを推進する。

Ⅴ　地域資源活用事業費

子育て家庭の育児不安を解消し、地域全体で子育てを支援する環境づくりを進
めるため、関係機関のネットワークの構築、こども相談窓口、交流の場の提供や
情報の発信、子育て支援講座の充実を図るとともに、父親の育児参加を支援す
る。

Ⅲ　総合的こども支援事業費

保健福祉センターの保健・福祉サービス等の内容を記載した情報誌「保健福祉
センターだより」及びその特別号を作成して広く区民に情報提供する。

河原町地区でのモデル実施の成果を踏まえて、高齢者が地域とのつながりを持
ち、健康の維持増進を行うため、身近な地域で健康づくり活動を展開する。ま
た、地域における住民主体の健康づくり活動や、健康のための環境づくりを住民
と共に考えていく。

●幸区では、川崎駅西口周辺地区をはじめとして、新川崎駅や鹿島田駅周辺地区など、駅至近
  の工場跡地に大型共同住宅が次々に建設され、この５年間で約１万人近く人口が増加してい
  ます。また、区への転入者には子育て世帯も多いことから、地域で子育てを支える総合的なし
  くみづくりを進めていきます。
●一方で、高齢化率（６５歳以上の人口比率）は市内で２番目に高く、今後も増加の一途をたどる
　ものと考えられることから、高齢者が健康で心安らかに地域で住み続けられる、総合的なまち
  づくり施策を推進していきます。
●若い世代の増加による区民のライフスタイルの多様化により、地域コミュニティが希薄化して
  きていることから、地域活動の活性化策や若い世代の参画など、地域における活動を支える
  包括的な仕組みづくりを進めていきます。



事　　　業　　　概　　　要

○ 中原区安全・安心まちづくり推
進事業

1,281
◎ 中原区放置自転車対策事業

210

○ 橋わたしによる地域福祉の活性
化事業

1,599

○ 中原区子育て支援推進事業

　 2,452
○ 中原区子どもの発達支援事業

　 1,494
○ 中原区子育て支援者養成事業

　 999

区民の手で花いっぱい中原事
業

1,590
○ 中原区ＳＴＯＰヒートアイランド事

業
☆ 6,803

中原区青少年吹奏楽コンサー
ト事業

1,910
○ 歴史と緑を活用したまちの魅力

発信事業

1,815
○ スポーツを通した地域活性化推

進事業

☆ 4,012

商店街と連携した地域のまちづ
くり推進事業

☆ 1,106
○ 大型集合住宅住民組織支援事

業

☆ 5,232
◎ 中原区区制４０周年記念事業

3,360

区内を活動拠点とするスポーツチームや体育施設などのスポーツ資源を活用し
た「親子サッカードリーム教室」の開催やアメフットの普及・啓発活動などを通じ、
地域の個性や特性を活かして地域交流の機会をつくることで地域の活性化を図
り、元気のあるまちづくりを進める。

Ⅴ　地域資源活用事業費

区内の散策スポットを記した案内板を設置するとともに、歴史ボランティアを活用
した講座を開催し、区民が区内の歴史や文化、緑について学ぶ機会を創出し、
区民の地域への愛着を深める。

区内の青少年によるコンサートを実施し、青少年の健全育成を図るとともに、「音
楽のまち・かわさき」への取組を進める。

事　　　　　業　　　　　名

Ⅳ　環境まちづくり事業費

区内の学校や地域と連携した環境啓発事業を実施するとともに、区民意見を集
約した区民行動指針を作成するなど、区民の環境意識向上への取組を推進す
る。

区民との協働により、区役所敷地内や公共用地に植栽を行うことにより、区民が
憩う場所づくりを進め、潤いがあり環境と調和したまちづくりを進める。

発達に見守りの必要な子どもをもつ保護者を支援する事を目的に、支援方法な
どについて検討を行うとともに、子どもの発達課題の理解を深めるための情報提
供を行い、子どもへの対応スキルの向上や保護者同士の相互支援を推進する。

放置自転車の撤去作業に併せて、自転車利用者のマナー・モラルの向上を目
指すため、チラシ等の啓発物を作成し、駅前や商店街で放置自転車防止の啓
発活動を実施する。

Ⅱ　地域福祉・健康づくり事業費
中原区地域福祉計画に基づき、地域福祉の普及啓発のためのワークショップや
地域福祉講座の開催などにより、支え合える地域づくりの橋わたしを行う。

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は局区連携事業の予算）      　　　　　　　　 　          （単位：千円）　

Ⅰ　安全・安心まちづくり事業費
区民、地域団体、行政機関などが連携し、地域防犯活動団体とともに、ワーク
ショップや防犯講演会を開催し、また、防犯マニュアルを作成することなどによ
り、地域の防犯力及び防犯意識の向上を図る。

平成２４年４月に迎える区制４０周年を記念して、区民参加により、まちの発展の
様子を記録に残す写真集を作成し、区民の地元意識を醸成する。

商店街を地域コミュニティの場として活用し、料理教室や物産イベントなどのモデ
ル事業を実施することにより、地域の活性化に向けた取組を推進する。

Ⅲ　総合的こども支援事業費
地域で開催している「子育てサロン」への支援を行い、子育て中の親子の孤立化
を防ぐために、仲間づくりや居場所づくり等地域の中での子育て支援を行う。

Ⅵ　地域コミュニティ活性化推進事業費

小杉駅周辺再開発地域をはじめとした大型集合住宅住民に対して、地域デ
ビュー講座を開催するとともに、各種区民交流イベントへの積極的な参加を促進
することにより、住民自治活動の重要性の認識を高め、地域コミュニティの主体
的な役割を担えるよう支援する。

地域における子育て支援の核となる新たな育児支援者を発掘、育成するととも
に、育児支援者のさらなる力量アップを図るための養成講座を実施する。

●中原区の人口は市内７区中最多であり、小杉駅周辺をはじめとした開発などにより、さら
   に人口が増加することが見込まれます。人口増加に対応する地域の安全・安心や福祉
   など行政サービスの充実を図ります。
●世帯構成における子育て世代の多さも区の特徴であり、多様化するニーズに対応できる
   よう子育て支援事業の充実を図ります。
●小杉駅周辺再開発地域をはじめとした大型集合住宅住民に対して、住民自治活動の重要
　 性の認識を高めるため、地域交流やまちづくりを促進する事業を実施します。
●「川崎フロンターレ」など中原区を拠点とするホームタウンスポーツ推進パートナーを活用
　 するほか、スポーツを通して元気なまちづくりを進めます。



事　　　業　　　概　　　要

地域防災力向上事業

735

高津公園体操推進事業

1,011

高津区子ども・子育て支援事業

　 1,395
高津区子ども・子育て地域等連
携事業

　 431
高津区子ども・子育て情報発信
事業

　 2,817

○ 「エコシティたかつ」推進事業

☆ 5,581

○ 高津区音楽のまち推進事業

5,106
「たちばな農のあるまちづくり」
推進事業

2,000
大山街道周辺整備活性化事業

☆ 8,918
高津区地域資源ネットワーク事
業

☆ 4,600
高津区ふるさとアーカイブ事業

☆ 3,000

地域コミュニティ施策推進事業

2,499
◎ 公園を活用したコミュニティ活

性化事業
3,291

高津区役所サービス向上事業

533

高津区協働事業提案事業

3,283

町内会・自治会活動における担い手の育成など、活動活性化に向けた支援を行
い、加入率の低下や活動参加者の伸び悩みなど、町内会・自治会が抱える課題
の解決を目指す。

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は局区連携事業の予算）      　　　　　　　　 　          （単位：千円）　

Ⅵ　地域コミュニティ活性化推進事業費

高津のまちに関する資料（写真・刊行物等）の包括的な収集・保存・活用のあり
方を体系化し、区全体の社会的資産としてそれらの資料の活用を進め、ふるさと
意識や地域アイデンティティの醸成を図る。

事　　　　　業　　　　　名

高津区が抱える地域の課題を区民と協働で解決するため、市民活動団体から提
案を募り、提案した団体と区役所が協働で事業を実施する。

区内の多様な音楽資源を活用し、個性と魅力があふれ、愛着が持てるまちづくり
を推進することを目的とし、区民や地域の多様な主体との協働により様々な音楽
イベントを開催する。

子育て中の親子等が交流、学習する機会や場を提供し、相互支援関係を構築
し、子どもが健やかに育ち、子育てしやすいまちづくりを目指す。

Ⅳ　環境まちづくり事業費
持続可能な地域社会を形成するため、市民・事業者・行政などの多様な主体に
よる協働の取組を推進するとともに、区内の地域資源を活用しながら、「エコシ
ティたかつ」推進方針に基づき事業展開をする。

区における子ども・子育て支援を目的とし、地域の関係機関・団体が連携し、区
内の子ども・子育て支援のネットワークの推進を図り、子育てしやすいまちづくり
を推進する。ネットワーク会議の実施や講演会などを実施する。

「高津区役所サービス向上指針」に基づき、区役所全体に関わる窓口サービス
の向上・改善を統括的に実施する。平成２３年度は接遇・クレーム対応研修の実
施、業務案内パンフレットの作成をする。

大山街道及びその周辺の地域資源を活かし、魅力的な空間を創造するため、
「高津大山街道マスタープラン」に基づき、景観整備や歴史的な建築物などの活
用による賑わいの場づくりなど様々な事業を展開し、地域の活性化を図る。

Ⅴ　地域資源活用事業費

「たちばな農のあるまちづくり」推進方針に基づき、地産地消や食育に関する事
業など、橘地区の地域資源を活用した特色あるまちづくりを進める。

まちなかにある公園を地域コミュニティを育む公共空間と捉え、子どもの遊び場
のほか、健康づくり、スポーツ振興など様々な拠点として活用を進め、公園を拠
点とする活動から新たな社会的ネットワークの形成を目指す。

高津区の歴史や文化、自然などの地域資源を案内・誘導サインでつなぐことに
よって、回遊性のある魅力的なまちづくりを進めるとともに、溝口駅周辺を地域資
源の情報発信の拠点と位置づけ、総合案内サインの設置や既存サインの改善を
進める。

Ⅷ　地域課題対応その他経費

Ⅰ　安全・安心まちづくり事業費
区内における自主防災組織及び避難所運営会議の活性化を図り、地域の防災
力を向上させるため、避難所運営会議単位で防災の出前講座を開催し、防災の
専門家を地区に派遣する。

Ⅱ　地域福祉・健康づくり事業費
「公園体操」を通じて要介護の大きな原因である「生活習慣病」「高齢による衰
弱」「骨折・転倒」の予防を推進するとともに、地域コミュニティの活性化を推進す
る。普及啓発のため講演会などを実施する。

Ⅲ　総合的こども支援事業費

子育て中の親の立場に立った、より身近な子育て情報を区民と協働で発信・提
供して、子育てしやすいまちづくりを推進する。情報紙「ホッとこそだて・たかつ」
「あったかつうしん」を発行。

Ⅶ　区役所サービス向上事業費

●マンション建設等による人口の急増は沈静化しつつありますが、今後しばらくは人口の増加
　が見込まれます。
●子育て世代の転入が多く、子育ての孤立化や、慣れない生活環境での育児などの課題が
　あります。
●転入による新住民の増加に伴い、コミュニティにも変化が見られ、それらに対応した総合的
  なコミュニティ施策の推進や、地域安全力の向上が求められています。
●環境問題への総合的取組や、大山街道や二ヶ領用水久地円筒分水、橘地区の都市農業
　など地域資源を活かしたまちづくりを区民と行政とが協働して進めていきます。
　



事　　　業　　　概　　　要

安全安心まちづくり推進事業

888
防災意識普及啓発事業

2,450

◎ 健康づくり支援事業

1,182
◎ 地域が主体となった高齢者の

見守り促進事業
☆ 2,487

○ 子育て情報発信事業

1,487
○ 親と子の子育て応援セミナー開

催事業
495

子ども包括支援事業

　 3,499
◎ 地域の子ども・子育て支援拠点

の整備事業
　 628

◎ ecoゴコロプロジェクト推進事業

2,835

○ みやまえ太鼓ミーティング開催
事業

1,980
みやまえ映像コンクール支援事
業

805

○ みやまえふれあいフェスタ開催
事業

1,917
◎ 地域活動の促進に向けた人材

育成及び推進体制の整備事業
396

○ 市民活動支援拠点のネットワー
ク事業

1,497
○ みやまえカルタ制作事業

5,572
冒険あそび場活動支援事業

☆ 1,435

公園などを活用し、地域が主体となって行う「冒険あそび場」を支援することで、
地域コミュニティの活性化と次世代育成の場づくりを進める。

Ⅴ　地域資源活用事業費

Ⅳ　環境まちづくり事業費
区民の環境問題に対する関心を高めて実践につなげるため、リサイクル工場や
エコに取り組む現場の見学、区役所庁舎を利用した緑のカーテンや屋上緑化を
行う。

地域や世代間の交流を図り、地域コミュニティの創造や育成のきっかけとするた
めに、ふれあいを重視した体験型企画及び出店を中心とした催しを実施する。

地域への愛着を育み、地域コミュニティの活性化を図るため、地域の「資源」や
「宝」を題材にしたカルタを地域が主体となって制作する。

地域人材の育成と活用を進めるため、区役所各課が連携したモデル事業や地
域人材育成指針の策定を行う。

Ⅱ　地域福祉・健康づくり事業費

高齢者の孤立化を防ぎ、地域で安心して暮らしていくために、区内の公営住宅
において、住民同士の顔の見える関係づくりを進め、地域主体の見守り活動や
居場所づくりにつなげるための取組を行う。

Ⅵ　地域コミュニティ活性化推進事業費

区民が健康で生き生きと生活していくため、身近な健康づくりや取り組みやすい
情報を提供する情報紙を作成するほか、健康づくりや介護予防のための公園体
操マップを発行する。

親の子育て力を養成し、仲間づくりや子育てグループの人材育成を図るため、
子育てに関する知識と技術を持つ公立保育園の人材を活用し、セミナーを開催
する。

Ⅲ　総合的こども支援事業費

安心して子ども・子育てに関するサービスを受けられるようにするため、区役所、
出張所のレイアウト変更に合わせて、子ども・子育てにやさしい庁舎環境を整備
する。

子育て情報紙の発行やホームページの更新、乳幼児のいる転入世帯等に対す
る子育て支援に関わる情報を一体的に提供する。

野川・有馬地区の子ども・子育て拠点「こどもサポート南野川」で、いじめや不登
校の子どもの居場所づくり、子育てサロンや子育て相談、フリースペースの提供
などを行う。

中学生が地域を知り、親しむ機会を確保しつつ、「映像のまち・かわさき」を推進
するため、市民活動団体が中学生を対象に実施している映像コンクールを支援
する。

地域の文化・伝統を再認識し、個性豊かで魅力ある文化の創造をめざして、区
内に数多く残る民俗芸能や和太鼓の演奏を行う。

市民活動の活性化を図るため、市民活動支援拠点のネットワーク化に必要な物
品の整備や、市民活動拠点の利用促進のためのマップ等を発行する。

Ⅰ　安全・安心まちづくり事業費
「自分たちのまちは自分たちで守る」という考え方を基本に、「防犯」「交通安全」
「防災」の各分野において自助、共助活動をサポートし、安全安心なまちづくりへ
向けた区民活動を推進する。また、隣接区などと情報交換し、区境・市境におけ
る地域防犯パトロールなどを支援する。

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は局区連携事業の予算）      　　　　　　　　 　          （単位：千円）　

大規模災害に備え区民の防災意識の向上を図るために、防災フェアの開催、防
災ニュースの発行を行うほか、防災推進員養成研修及び防災推進員フォロー研
修を開催する。

事　　　　　業　　　　　名

●宮前区は、市内で最も子どもの数が多い区である一方で、近年は高齢化が急速に進んでいま
　す。そのため、区民の参加と協働により、誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めることが求め
　られています。
●区役所は、「子ども・子育て支援の推進」「高齢者の見守りの促進」「安全・安心なまちづくりの推
　進」「地域交通環境の課題への対応」 「地域活性化に向けたコミュニティづくり」を、今後３年間の
　主要な取組課題としています。
●区民主体の「区民会議」で課題の解決策を審議するとともに、区民や地域で活動する団体等と
　協働するなど、地域の課題への取組を進めていきます。



事　　　業　　　概　　　要

多摩区安全・安心まちづくり推
進事業

1,798
市民防災活動支援事業

823

パサージュ・たま事業

116
健康づくり推進事業

366

○ 多摩区こども総合支援連携会
議事業

　 1,229
○ 多摩区こども総合支援に係る情

報収集・発信事業
1,911

○ 多摩区こどもの外遊び事業

979

　 水辺の愛護活動事業

229

○ 観光振興・タウンセールス推進
事業

6,380
○ 「音楽のまち・かわさき」多摩区

事業
3,793

○ 多摩区・３大学連携事業

　 2,257
◎ 観光振興・タウンセールス推進

事業
☆ 9,238

まちづくり推進事業

5,555
○ 市民活動支援事業

4,299
◎ 公園を拠点としたコミュニティづ

くり推進事業
☆ 3,204

窓口サービス改善推進事業

1,460

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は局区連携事業の予算）      　　　　　　　　 　          （単位：千円）　

Ⅲ　総合的こども支援事業費
区におけるこども・子育てに係る市民団体などと区内こども関連施策実施機関と
のネットワークを形成し、協働による連携調整機能の強化を図り、「多摩区こども
支援基本方針」に基づいた地域で子育てを支援する仕組みづくりを行う。

事　　　　　業　　　　　名

Ⅳ　環境まちづくり事業費

区内の市民活動が自主的・自立的に発展するための「活動・交流の場」として、
区役所内（生田出張所は平成２４年１月供用開始予定）の「区民活動支援コー
ナー」を利用開放する。

Ⅰ　安全・安心まちづくり事業費
安全・安心なまちづくりを推進するため、区民、警察、行政が連携し、防犯、防
火、交通安全、放置自転車対策等の活動に取り組む。

地域防災活動の中心的役割を担う自主防災組織の育成及び区民の防災意識
の向上を図るため、防災指導者養成セミナー、日赤救急法基礎講座、防災フェ
アの開催並びに防災活動物品の提供を行う。

Ⅱ　地域福祉・健康づくり事業費

多摩区の特色を生かした場所・もの等を利用して、幅広い世代の交流と健康づく
りを広く普及啓発することを目的とする。

多様な子育て情報を提供し、育児不安の軽減及び地域子育て支援体制につな
げ、広報面での団体支援を行うとともに、区民や地域団体と協働で地域情報の
積極的な収集・発信を行い、市民活動支援・コミュニティの活性化を目指す。
家族の規模や生活様式の変化に伴い、子どもを取り巻く環境も変化していること
から、運動場や公園等の広場、周辺にある自然環境の中で子どもたちの創造力
を培う「こどもの外遊び」を実施する。

多摩区内の障害団体及び障害者施設等の活動紹介、普及啓発活動、作業実
演、相談等を通じて障害福祉に対する理解を広く区民に深めてもらうとともに、障
害者が地域社会とのつながりを持つことを目的として開催する。

区を豊かな自然や文化財と触れ合える新しい観光エリアとして広報宣伝し、市の
イメージアップを図りながら観光客の誘致に努め、区の魅力を市内外に積極的
にアピールし、集客力の向上、交流人口の増加につなげる取組みを進める。

Ⅶ　区役所サービス向上事業費

第２期区民会議の提言を受けて、高齢社会への対応や子育て世代への支援策
のひとつとして、「公園を拠点としたコミュニティづくり」に取り組む。

憩える緑豊かな水辺づくりの観点から、流域の区民、市民活動団体等と協働して
美化活動を実施する。

Ⅴ　地域資源活用事業費

質の高いサービスを維持するための窓口環境整備として実施し、区役所機能再
編事業による区民課関連業務や市税証明コーナー等の変更についての広報を
盛り込んだ保存版のパンフ「多摩区総合庁舎のご案内」を発行する。

「藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム」の開館を契機に、地域の活性化及び区外からの
集客を推進するため、局区連携事業として地域の団体と連携し観光に係るキャ
ンペーングッズの製作、イベント開催等を行う。

Ⅵ　地域コミュニティ活性化推進事業費

市の施策である「音楽のまち・かわさき」を多摩区でも推進するため、区民に音楽
芸術に身近に触れる機会を提供し、併せて多摩区の魅力をアピールすることを
目的として音楽事業を実施する。

区民と連携を図りながら区内のまちづくりに関する課題の提起及びその解決のた
めの実践を多摩区民の自主的活動組織である「多摩区まちづくり協議会」と協働
で行う。

多摩区と区内３大学（専修大学・明治大学・日本女子大学）で構成する「多摩区・
３大学連携協議会」により、大学と地域の交流や連携を図るとともに、地域の
様々な課題の解決に向けた取り組みをモデル的に実施する。

●生田緑地や多摩川に代表される豊かな緑は、多摩区の大きな特長となっています。中でも生田
  緑地では、平成２３年９月に藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムの開館が予定され、青少年科学館も平
  成２４年春完成を目指して改築工事中で、その魅力がますます向上していきます。
●この生田緑地を貴重な観光資源としても活用するため、観光振興・タウンセールスに取り組んで
　 おり、地域全体の活性化へつなげていくことを目指します。

　



事　　　業　　　概　　　要

〇 麻生区安全・安心まちづくり事
業

1,500
◎ 小学校区危険箇所案内マップ

作製事業
924

小地域のつながりネット支援事
業

1,020
高齢者見守りネットワーク事業

1,025

こども関連大学連携事業

　 1,664

麻生里地・里山保全推進事業

1,180
エコのまち麻生推進事業

1,496

○ 麻生音楽祭開催事業

4,000
○ ふるさとあさお再発見事業

1,310
しんゆり・芸術のまち推進事業

☆ 5,588
◎ スポーツのまち麻生推進事業

2,025
◎ 区制３０周年記念事業

600
◎ スポーツ・健康ロード整備事業

☆ 100

麻生区市民活動支援施設活用
事業

☆ 7,997
◎ 麻生区多文化共生推進事業

530

区役所窓口等サービス充実改
善事業

855

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は局区連携事業の予算）      　　　　　　　　 　          （単位：千円）　

Ⅲ　総合的こども支援事業費

区民一人一人が取り組める身近なエコ活動を啓発し、区民や市民活動団体等と
の協働による「エコのまち麻生」を推進するため、緑のカーテン大作戦や地球温
暖化対策について区民に普及啓発するための講演会、イベントを実施する。

Ⅱ　地域福祉・健康づくり事業費

支援が必要な高齢者が地域から孤立することを防止するため、異変を早期に発
見して見守りや声かけを行う「高齢者見守りネットワーク」の拡大を図る。

Ⅰ　安全・安心まちづくり事業費
「麻生セーフティメール」の運用や区民、地域団体、行政機関等と連携した安全
パトロールへの支援、安全・安心に関する研修会を開催する。また、新たに交通
安全教育（スタントマンによる自転車事故の実践）を行う。
子どもから高齢者まで交通事故等の被害を防止するため、日常生活における交
通・防犯上の危険個所を表示したマップを製作する。

事　　　　　業　　　　　名

地域の保健・福祉の課題解決のため、既存の地域ネットワークや関係機関と協
力し、シンポジウムや懇談会等を通して小地域のつながりづくりを支援する。

Ⅴ　地域資源活用事業費
麻生区を中心に音楽活動をしている音楽団体、小学校・中学校・高等学校など
の音楽グループが日ごろの活動の成果を披露し、相互の交流を図るとともに、芸
術文化の向上を図るため、麻生音楽祭を拡充して開催する。

「麻生市民交流館やまゆり」を区における市民活動支援の拠点として整備すると
ともに、市民の主体的な運営参画を実現することにより、市民活動の一層の推進
を図る。

区内のスポーツ資源を活用したまちづくりや区民の健康づくりを推進するため、
柿生駅から川崎フロンターレ麻生グラウンドまでの片平川沿いの道路を「スポー
ツ・健康ロード」として整備するための検討会を開催する。

新百合ヶ丘駅周辺に集積する芸術関連施設や地域の団体などの地域資源と連
携し、情報発信やイベント開催を行う。

麻生区に残る里地・里山の自然や文化等を継承するとともに、新しい魅力を引き
出して未来へつなぐため、里地里山フォーラムや田んぼに親しむイベント等を実
施する。

「ふるさとあさお」が感じられる区づくりを推進するため、麻生区に伝わる伝統行
事「七草粥」を再現する。また、区内に根付いた伝統伝承文化を広く区民に紹介
する映像を新たに製作する。

区内のさまざまなスポーツ資源を活用した連携事業を実施する。また、区民が自
主的に行うスポーツ大会の支援を通して、魅力あるスポーツのまちづくりを推進
する。
平成２４年に区制３０周年を迎えることから、区民の区に対する誇りや愛着を高め
るため、区民主体の実行委員会を中心に、記念イベントの検討や区の花・木の
制定等を行う。

窓口サービスの向上のため、窓口繁忙期に臨時職員を雇用し、混雑解消及び
待ち時間の短縮を図る。

Ⅶ　区役所サービス向上事業費

Ⅵ　地域コミュニティ活性化推進事業費

区内の大学と地域の連携を促進し、子どもと大学生の相互交流等を通じてより麻
生区に愛着と親しみが持てるまちづくりを推進するため、マタニティコンサート等
のコンサート事業や鶴見川流域を活用した子育て支援事業を実施する。

Ⅳ　環境まちづくり事業費

川崎市多文化共生社会推進指針に基づき、外国人市民と地域の人々との異文
化交流会の開催や国際理解を推進する参加体験型ワークショップを実施する。

●近年土地区画整理事業が完成した地域では、子育て世代の転入者の増加が見込まれる一方、
　開発から一定の年月が経過した地域では、人口の減少や高齢化の進展など、地域によって人
　口増減や構成比等が異なっており、地域特性を踏まえたまちづくりが求められます。
●新百合ヶ丘駅周辺に集積しているアートセンターなどの芸術文化資源を活用するとともに、伝
　統・伝承文化を次世代に継承し、「ふるさとあさお」を感じられるまちづくりを推進する必要があり
　ます。また、川崎フロンターレの練習場や選手寮など豊かなスポーツ資源もあり、さまざな地域
　資源を活かした特色あるまちづくりを進めていきます。
●緑の保全や環境問題に取り組む市民活動団体と協働し、「エコのまち麻生」を推進します。


